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この概要版は、「男女共同参画に関する市民意識調査」の結果を取りまとめたものです。 

市民の皆様の男女共同参画に関する意識の変化を把握し、今後、市が取り組むべき施策の参考

資料とするために調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画に関する市民意識調査報告書 

【概要版】 

１．調査の概要  

調査地域：宇土市全域 

調査対象者：満 18 歳～75 歳までの市民 2,000 人（無作為抽出） 

調査方法：郵送による配布・回収 

調査期間：令和 4 年 10 月 28 日～12 月 9 日 

有効回収数（率）：886 人（44.3％） 

調査項目：①あなた自身や家族のことについて 

     ②男女共同参画に関する意識について 

     ③家庭生活について 

     ④子育て・教育について 

     ⑤女性の働き方や社会参画について 

     ⑥ワーク・ライフ・バランスについて 

     ⑦ドメスティック・バイオレンス等について 

     ⑧男女共同参画の視点からの防災・復興について 

     ⑨男女共同参画の推進について 

 

２．集計上の注意  

①図表の「ｎ」はアンケート調査のサンプルの数であり、回答率（％）の分母である。 

②回答率は百分比の少数第２位を四捨五入しているので、合計が 100％にならない場合が

ある。 

③２つ以上の回答を要する（複数回答）質問の場合、その回答比率の合計は原則として 100％

を超える。 

宇土市 企画部 まちづくり推進課 市民活動支援係 

〒869-0492 宇土市浦田町 51番地  

TEL：0964-22-1111 
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14.9

16.8

8.0

2.5

36.9

10.4

25.6

12.2

12.9

42.3

36.7

36.0

10.8

38.4

30.0

48.9

33.9

48.9

28.1

25.2

30.4

59.4

9.3

32.4

10.2

29.5

15.8

3.6

5.0

1.4

1.6

0.8

3.4

1.1

3.7

1.5

1.7

1.6

0.8

0.5

0.1

1.4

0.3

1.2

0.5

6.2

9.6

17.9

19.8

10.5

17.6

9.5

15.2

12.1

3.2

5.2

5.5

5.5

4.1

4.9

4.4

4.3

8.5

(1)家庭生活では

(2)職場では

(3)就職・採用では

(4)学校教育の場では

(5)政治の場では

(6)法律や制度の上では

(7)社会通念・習慣・

しきたりなどでは

(8)地域活動の場では

(9)社会全体では

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=886)

男性の方が優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が優遇されている わからない

無回答

★男女共同参画に関する意識について 

平等感が最も高いのは「学校教育の場」（59.4％）となっています。「学校教育の場」以外は、

男性優遇感（「男性の方が優遇されている」+「どちらかといえば男性の方が優遇されている」）

の割合が高くなっています。特に「男性優遇感」が高いのは、「政治の場」（75.3％）、「社会通

念・習慣・しきたりなど」（74.5％）となっており、「男性優遇」といった認識が強くあること

がうかがえます。 
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3.7

2.9

5.9

34.3

5.7

3.6

11.2

34.0

0.5

1.8

64.4

84.2

68.0

39.0

73.7

63.9

66.5

22.4

34.6

22.4

11.5

6.5

14.1

12.5

10.2

20.0

13.5

17.4

25.4

14.5

10.7

2.4

7.8

6.3

7.3

6.3

3.4

8.9

7.0

8.1

8.0

2.3

2.1

5.5

1.1

3.9

3.6

13.5

6.0

17.9

0.2

0.5

0.7

0.7

0.7

0.3

1.8

5.2

9.9

1.6

1.5

1.6

1.6

1.3

1.6

1.5

2.0

21.3

25.4

(1)掃除

(2)食事の支度

(3)食事の後片付け

(4)ごみ出し

(5)洗濯

(6)日常の買い物

(7)家計の管理

(8)地域活動への参加

(9)育児・しつけ

(10)家族、親族等の介護

0% 20% 40% 60% 80% 100%(n=886)

主として夫（男性パートナー）の役割 主として妻（女性パートナー）の役割

夫婦・パートナー同じ程度の役割 家族で分担

特に決まっていない その他

無回答

★家庭生活について 

家事等の分担の現状については、「掃除」「食事の支度」「食事の後片付け」「洗濯」「日常の買

い物」「家計の管理」の６つの項目で、「主として妻（女性パートナー）の役割」を選んだ人が

6 割を超える結果となっています。 

「ごみ出し」「地域活動への参加」については、「主として夫（男性パートナー）の役割」の

割合が 3 割を超えていますが、それ以外の項目は低くなっており、家庭での家事の分担が妻（女

性パートナー）に偏っている傾向がうかがえます。 
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74.3 

40.2 

11.1 

25.3 

26.7 

40.3 

60.9 

40.3 

37.5 

3.2 

4.1 

2.9 

76.5 

36.6 

9.4 

18.0 

25.2 

43.2 

60.1 

37.7 

38.2 

3.6 

4.7 

4.4 

73.6 

43.4 

12.1 

30.5 

28.1 

38.3 

61.9 

42.6 

37.3 

2.9 

3.5 

1.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

子どもを育てるには経済的負担が大

きいから

子どもを育てるには肉体的、精神的

負担が大きいから

子どもを少なく産んで、大切に育て

ようとする人が増えたから

出産や育児に対する男性（夫）の理

解や協力が足りないから

出産すると仕事を辞めなくてはなら

ないから

生き方が多様化し、結婚しても、子

どもを作らない人が増えたから

生き方が多様化し、結婚しない人が

増えたから

結婚年齢が上がっているから

子育て環境の整備が不十分だから

その他

わからない

無回答

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

★子育て・教育について 

①子どもの数が少なくなっている原因 

女性が産む子どもの数が少なくなっている原因について、全体では「子どもを育てるには経

済的負担が大きいから」（74.3％）が最も高く、「子どもを育てるには肉体的、精神的負担が大

きいから」「結婚年齢が上がっているから」も４割を超えており、子どもを育てることへの経済

的・肉体的・精神的負担感により子どもを作らない人が多くいることがうかがえます。 

また、「生き方が多様化し、結婚しても、子どもを作らない人が増えたから」「生き方が多様

化し、結婚しない人が増えたから」の割合も高く、生き方の多様化により、子どもの数が少な

くなっていることがうかがえます。 
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53.7 

45.6 

22.6 

38.0 

19.2 

11.3 

23.4 

4.4 

6.4 

6.9 

3.5 

50.7 

46.5 

15.0 

35.5 

20.8 

13.6 

23.8 

4.4 

7.2 

8.6 

3.0 

56.1 

44.5 

28.1 

40.2 

18.2 

9.6 

23.0 

4.5 

5.9 

5.9 

3.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

育児休業や介護休業などを取り

にくい雰囲気がある

育児休業や介護休業などの制度

が不十分

家族の同意・協力が得られない

男女の待遇（賃金・昇進・仕事

内容）に格差がある

女性の能力が正当に評価されな

い

セクシュアル・ハラスメント

（性的嫌がらせ）がある

女性が長く勤めにくい雰囲気が

ある

その他

特にない

わからない

無回答

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

★女性の働き方や社会参画について 

女性が職業を持ち続ける上での問題について、全体では「育児休業や介護休業などを取りに

くい雰囲気がある」（53.7％）の割合が最も高く、次いで「育児休業や介護休業などの制度が不

十分」（45.6％）、「男女の待遇（賃金・昇進・仕事内容）に格差がある」（38.0％）となってお

り、職場環境の改善や育児・介護休業などの制度の充実が求められていることがわかります。 
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22.7 

28.3 

18.9 

24.5 

16.6 

30.3 

2.7 

3.6 

2.1 

28.1 

27.7 

28.5 

3.2 

4.4 

2.3 

4.4 

2.5 

5.5 

4.3 

7.2 

2.3 

5.3 

5.3 

5.5 

4.9 

4.4 

4.5 

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」も「家庭生活」も「地域・個人の生活」も全て優先 わからない

無回答

★ワーク・ライフ・バランスについて 

①現状 

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」の優先度で現状に最も近いものにつ

いて、全体では「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」（28.1%）の割合が最も高く、次いで

「『家庭生活』を優先」（24.5%）、「『仕事』を優先」（22.7%）となっています。 

男性では「『仕事』を優先」と回答した割合（28.3%）が最も高く、女性（18.9%）を 9.4 ポ

イント上回っており、女性では「『家庭生活』を優先」と回答した割合（30.3%）が最も高く、

男性（16.6%）を 13.7 ポイント上回っています。 
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1.9 

3.6 

0.8 

17.5 

14.7 

19.3 

3.4 

3.6 

3.3 

26.9 

27.7 

26.4 

4.3 

5.3 

3.7 

10.5 

9.4 

11.3 

17.2 

16.9 

17.2 

7.4 

7.8 

7.2 

10.9 

11.1 

10.7 

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「仕事」を優先 「家庭生活」を優先

「地域・個人の生活」を優先 「仕事」と「家庭生活」をともに優先

「仕事」と「地域・個人の生活」をともに優先 「家庭生活」と「地域・個人の生活」をともに優先

「仕事」も「家庭生活」も「地域・個人の生活」も全て優先 わからない

無回答

②希望 

生活の中での「仕事」「家庭生活」「地域・個人の生活」優先度で希望に最も近いものについ

て、全体では「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」（26.9%）の割合が最も高く、次いで「『家

庭生活』を優先」（17.5%）、「『仕事』も『家庭生活』も『地域・個人の生活』も全て優先」（17.2%）

となっています。性別では回答傾向に大きな差はみられませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上のことから、「希望」では男女ともに「『仕事』と『家庭生活』をともに優先」の割合が

最も高いものの、「現実」では男性は「『仕事』を優先」（28.3％）、女性は「『家庭生活』を優先」

（30.3％）の割合が最も高くなっており、「希望」と「現実」の回答に差が生じていることがわ

かります。  
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49.9 

16.7 

68.2 

29.9 

35.8 

48.9 

27.1 

8.8 

13.2 

1.7 

2.1 

5.1 

3.3 

46.5 

16.1 

64.5 

28.5 

33.2 

49.9 

25.2 

9.1 

12.5 

2.5 

1.9 

6.4 

4.2 

52.7 

17.4 

71.3 

31.3 

37.9 

48.6 

28.7 

8.8 

14.1 

1.2 

2.1 

4.3 

2.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

男性が家事などに参加することに対する男性

自身の抵抗感をなくすこと

男性が家事などに参加することに対する女性

の抵抗感をなくすこと

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく

はかること

周りの人が、夫婦の役割分担等について当事

者の考え方を尊重すること

社会の中で、男性による家事、育児などにつ

いて、その評価を高めること

労働時間短縮や休暇制度、在宅勤務など多様

な働き方が普及することで、仕事以外の時間

をより多く持てるようにすること

男性が家事、育児などについて関心を高める

よう啓発や情報提供を行うこと

市が行う研修等により、男性の家事や育児な

どの技能を高めること

男性が家事・育児などを行うための仲間

（ネットワーク）作りをすすめること

その他

特に必要なことはない

わからない

無回答

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

③男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加していくために必要なこ

と 

男女がともに家事、子育て、介護、地域活動に参加するために必要なことについて、「夫婦や

家族間でのコミュニケーションをよくはかること」（68.2％）の割合が最も高く、次いで「男性

が家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（49.9％）、「労働時間短縮

や休暇制度、在宅勤務など多様な働き方が普及することで、仕事以外の時間をより多く持てる

ようにすること」（48.9％）となっています。 
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1.7 

7.1 

3.3 

1.6 

6.8 

11.1 

3.4 

3.5 

66.7 

57.4 

68.2 

69.0 

24.8 

24.4 

25.2 

26.0 

身体的暴力

精神的・心理的暴力

経済的暴力

性的暴力

0% 20% 40% 60% 80% 100%
(n=886)

何度もされた 一、二度された まったくない 無回答

82.4

69.1

13.1

25.3

2.5

3.4

2.0

2.2

今回調査

(n=886)

前回調査/H30

(n=934)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

内容まで知っている 言葉は聞いたことがあるが、内容までは知らない 知らない 無回答

★ドメスティック・バイオレンス等について 

①ドメスティック・バイオレンス（DV）の認知度 

ドメスティック・バイオレンス（DV）の認知度については、「内容まで知っている」（82.4%）

の割合が最も高く、前回調査（69.1%）を 13.3 ポイント上回っており、認知度が高くなってい

ることがわかります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②配偶者、パートナーからドメスティック・バイオレンス（DV）を受けた経験の有無 

配偶者やパートナーから暴力を受けたことがあるかについて、「受けたことがある」（「何度も

された」＋「一、二度された」）の回答がほとんどの項目で１割未満となっている中、「精神的・

心理的暴力」では 18.2％と２割近くとなっています。 
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30.6 

32.8 

2.2 

2.7 

3.3 

2.2 

0.5 

42.6 

6.0 

20.0 

12.0 

4.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

60.0 

6.0 

35.9 

39.1 

1.6 

3.9 

4.7 

3.1 

0.8 

36.7 

6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

友人・知人

家族・親戚

医療関係者（医師・看護師）

警察

公的機関の相談窓口（女性セン

ター、福祉事務所、法務局、市役所

など）

民間の専門家や専門機関（弁護士・

弁護士会、カウンセラー・カウンセ

リング機関、民間シェルターなど）

その他

相談しなかった

無回答

全体(n=183)

男性(n=50)

女性(n=128)

③ドメスティック・バイオレンス（DV）を受けた際の相談先 

DV を受けた際の相談先について、女性は「家族・親戚」「友人・知人」に相談する割合が男

性より高いものの、男性は「相談しなかった」割合が女性より高く、「家族・親戚」の割合が

12.0％と女性（39.1％）より 27.1 ポイント低くなっています。 
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50.6

53.0

28.1

34.6

3.0

4.0

3.2

3.4

9.5

5.0

5.6
今回調査

(n=886)

前回調査/H30

(n=934)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要ないと思う 必要ないと思う

わからない 無回答

★男女共同参画の視点からの防災・復興について 

防災・復興において、性別に配慮した取り組みが必要だと思うかについては、「必要だと思

う」（「必要だと思う」+「どちらかといえば必要だと思う」）の回答は 78.7%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要だと思う具体的な取り組みについては、「避難所の整備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯

干し場等）」（93.4％）の割合が最も高く、次いで「避難所運営の責任者に男女がともに配置さ

れ、避難所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること」（78.2％）、「災害時の救援医療体制

（妊産婦へのサポート体制）」（70.3％）となっており、その他の取り組みでも５割を超えてい

ます。 

 

  

93.4 

78.2 

70.3 

60.1 

53.5 

54.9 

1.6 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難所の整備（男女別のトイレ、更衣室、洗濯干し

場等）

避難所運営の責任者に男女がともに配置され、避難

所運営や被災者対応に男女両方の視点が入ること

災害時の救援医療体制（妊産婦へのサポート体制）

公的施設の備蓄品のニーズ把握、災害時に支給する

際の配慮

被災者に対する相談体制

防災や復興の政策・方針を決める過程に男女がとも

に参画すること

その他

わからない

無回答
全体(n=697)
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33.2 

21.7 

48.4 

53.7 

52.4 

24.4 

27.7 

28.9 

49.8 

34.5 

30.8 

1.5 

5.5 

4.3 

36.6 

26.6 

49.6 

55.4 

50.4 

22.4 

29.1 

27.7 

47.9 

33.5 

29.6 

1.7 

6.6 

4.7 

31.4 

18.4 

48.2 

52.7 

53.7 

25.8 

26.6 

30.1 

51.8 

35.7 

31.6 

1.4 

4.9 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

性別による役割分担の意識を解消するための

啓発・広報

女性の政策・方針決定過程への参画推進

子どもの頃からの男女共同参画教育の推進

子育て支援サービスの充実

介護支援サービスの充実

家庭生活における男女共同参画の浸透

地域社会における男女共同参画の浸透

女性の就業支援

働きやすい就労環境の整備

DVや各種ハラスメント等、女性に対するあら

ゆる暴力の根絶

各種相談窓口の充実

その他

特に望むものはない

無回答

全体(n=886)

男性(n=361)

女性(n=512)

★男女共同参画の推進について 

宇土市に対して、男女共同参画社会づくりを進めていく上での要望については、「子育て支援

サービスの充実」（53.7%）の割合が最も高く、次いで「介護支援サービスの充実」（52.4%）、 

「働きやすい就労環境の整備」（49.8%）、「子どもの頃からの男女共同参画教育の推進」（48.4％）

となっています。 

世代のニーズに合わせたサービスの充実、教育・就労環境の整備など、行政の総合的な施策

の推進が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


